
INTERNET magazine 2001/9 277

ティーチミー・バイ・ザ・ボールゲーム

美術館やコンサートで感動することはよくある。映画

館でも珍しくないだろう。しかし、「科学館」という場所

で感動したのは初めてだった。東京のお台場に7月10

日にオープンした『日本科学未来館』でのことだ。テーマ

は「環境」「生命」「技術革新」「情報」の4つ。本誌の読

者なら、迷わず情報技術のセクションにある「インターネ

ット物理モデル」に直行するのが大吉だ。そこでは、イ

ンターネット（正確にはネットワーク）で情報がやりとりさ

れる仕組みが、映像でもLEDでもなく「ボールを転が

す」ことで表現されているのだ。

これがどれほど大変なことか、ちょっと想像してみて

ほしい。私は今、ThinkPad T20のキーボードに、指

で物理的な力を加えながら、テキストエディターの画面

上に文字を並べている。しかし、それは同時に、メモ

リー上のどこかに膨大なオンかオフの信号の束として

記録もされている。きっと次のような感じで。●●○○

●○○●。そしてこの原稿が仕上がる1時間後くらい

に、インターネットマガジン編集部の超若手エース（20

歳！）Aくんに向け、メールに添付して送付するだろう。

そのデータは、私の仕事場のマンションの屋上に設

置されているアンテナから無線で恵比寿ガーデンプレ

イス屋上のアンテナに送られる。そして、ルーターの指

示によって、おそらく大手町付近のIXを一度は経由し

て、10数ホップで市ヶ谷のインプレスのサーバーに届

くはずだ。ここまでは、もう皆さんよくご存じだろう。で

は、さっき書いた●と○を

本物のボールに置き換え

て、物理的なボールの移動

で情報の移動を表していた

だきたい。とりあえず、ボー

ルは適当なものを買ってきたとしよう。しかし、キーボ

ードを押した直後にオンとオフのデータがメモリー上に

記録されるとき、つまり白と黒のボールを並べる時点で

すでにほとんどの人はお手上げだろう。

この展示では、文字の選択（ボールの配列）をキーボ

ードではなく大きなホイールを回転させて行う。文字を

選択して、レバーで送り先を指定し、手ごたえのある「送

信」ボタンを押すと、なんと行儀よく並んだボール群は、

出口からコロコロとレールの上を転がっていく。そして、

最初のコンピュータ（ルーター）に到達する。さらにそこ

から別のサーバーを経由して、最終的に別のターミナル

に到着したボール群は、送信したときと同じ配列で並

ぶことになるのだ。まぁ、こうして文字で書いても限界

があるからこそ、この展示が実現したことのすごさがあ

るのだ。

誰もが考え付くことはできても、次の瞬間「たいへん

そうだなー」と思って実行しないプロジェクトの最右翼。

あるいは、世界初アンドもっともわかりやすい（しかも

ルックスがカッチョいい！）ネットワークに関する展示に

違いない。製作にあたった中心人物の1人であるデザ

イナー東泉一郎氏によると、企画会議の中では別の展

示としてデジタルからアナログに変換されたあとの状

態をなんと「水」で表現する案も出たそうだ。科学館お

そるべし。だが取材の際、東泉氏が漏らしたひとこと

は、科学では解明し得ないニュアンスに満ちていた。

「これ、いつの頃からか“男

気”プロジェクトになっちゃっ

たんですよ」。

ますやま・ひろし：メディア環境研究者・プロデューサー。
8月7日まで「せんだいメディアテーク」で「テレビゲーム
展」が開催。メディアテークは建築が必見！

www.masuyama.com桝山 寛c o l u m n s
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日本科学未来館

www.miraikan.jst.go.jp

写真▲デザイナー東泉一郎氏と
「インターネット物理モデル」。中央に見えている
フェイスマークが8×8のボールで描かれている。
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